
 

 

が
独
自
に
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
青
果
及
び
水
産

分
科
会
で
十
四
回
に
わ
た

る
議
論
を
重
ね
、
こ
の
三
月

に
策
定
し
た
「
市
場
施
設
等

再
整
備
基
本
構
想
案
」
で
は

全
面
建
替
え
の
結
論
が
出

さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
今
回
の
民
間
か

ら
ア
イ
デ
ア
を
求
め
る
調

査
で
は
、
対
応
策
と
し
て

《
全
面
建
替
》
と
《
現
行
の

長
期
保
全
計
画
＋
大
規
模

改
修
》
が
並
列
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
を
出

す
前
提
条
件
が
不
十
分
で

民
間
か
ら
の
有
意
義
な
提

案
は
期
待
で
き
ず
、
建
替
え

へ
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
な

い
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。 こ

れ
を
受
け
て
、
森
場
長

か
ら
「
今
の
市
場
を
前
提
と

し
た
大
規
模
修
繕
で
は
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
機

能
を
果
た
せ
な
い
。
流
通
の

変
化
に
対
応
し
、
か
つ
、
当

市
場
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
か
し
た
機
能
の
充
実
の

た
め
に
は
、
建
替
え
は
必
須

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
方
向

で
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
」
と
の
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

（１）令和３年 5月 27 日 第 351 号 
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五
月
二
十
日
に
管
理
棟

七
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
議
題
一
（
開
設
者
の
報
告
） 

①
取
扱
高
に
つ
い
て 

令
和
二
年
度
は
、
前
年
度

比
で
市
場
全
体
＝
約
９
．
４

億
円
、
１
％
の
増
加
、
直
接

集
荷
＝
約
１
４
．
８
億
円
、

１
３
．
２
％
の
増
加
と
確
定

し
ま
し
た
。 

こ
の
四
月
は
、
前
年
度
比

で
市
場
全
体
＝
約
９
億
円
、

１
４
．
５
％
の
増
加
（
た
だ

し
、
昨
年
の
青
果
の
直
接
集

荷
が
含
ま
れ
な
い
取
扱
髙

と
の
比
較
値
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

②
市
場
再
整
備
に
つ
い
て 

昨
年
度
、
「
市
場
の
将
来

の
あ
り
方
検
討
調
査
報
告

書
」
を
取
り
ま
と
め
た
が
、

今
後
、
民
間
事
業
者
に
対
し

て
「
市
場
再
整
備
に
関
す
る

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
」
を
実
施
し
、
現
地
見

学
会
も
行
う
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

山
口
議
長
か
ら
、
「
市
場

再
整
備
に
つ
い
て
は
、
我
々

定
例
常
駐
代
表
者
会
議 

■
議
題
二
（
管
理
Ｃ
の
報
告
） 

水
産
セ
リ
場
床
面
や
正

面
出
入
口
周
辺
舗
装
の
改

修
、
大
学
と
の
連
携
事
業
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

（
詳
細
は
次
頁
に
記
載
） 

■
議
題
三
（
協
会
の
報
告
） 

 

理
事
会
に
提
出
す
る
令

和
二
年
度
の
決
算
、
令
和
三

年
度
の
予
算
案
等
を
報
告

し
ま
し
た
。 

 ☞

次
頁
へ 



 

 

 

  

市場だより 令和３年 5月 27 日（４） 

四
月
二
十
九
日
、
大
阪
府

青
果
卸
売
協
同
組
合
相
談

役
顧
問
（
前
副
理
事
長
）
の

細
田
喜
代
司
氏
（
み
く
り
や

青
果
㈱
社
長
）
が
、
黄
綬
褒

章
の
受
賞
の
栄
に
輝
か
れ

ま
し
た
。 

氏
は
平
成
二
十
年
に
副

理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の

後
、
十
二
年
間
に
わ
た
り
、

組
合
並
び
に
府
市
場
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
・
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し
た
。 

褒
章
の
受
章 ま

た
、
「
み
く
り
や
青
果

㈱
」
及
び
「
み
く
り
や
グ
ル

ー
プ
」
を
通
じ
、
青
果
物
仲

卸
業
と
し
て
、
生
産
者
や
消

費
者
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

 ❀
５
２
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち 

町
田 

そ
の
こ 

著 
 

中
央
公
論
新
社 

❀
お
探
し
物
は
図
書
室
ま
で 

青
山 

美
智
子 

著 
 
 
 

ポ
プ
ラ
社 

❀
犬
が
い
た
季
節 

 
 
 

伊
吹 
有
喜 

著 
 
 
 
 
 

双
葉
社 

❀
一
日
一
話
、
読
め
ば
心
が
熱
く
な
る 

 
 
 
 
 

３
６
５
人
の
仕
事
の
教
科
書 

 
 
 

藤
尾 

秀
昭 
監 

 
 
 
 

致
知
出
版
社 

❀
狼
花 

 
 
 

大
沢 

在
昌 

著 
 
 

光
文
社
文
庫 

❀
絆
回
廊 

 
 
 

大
沢 

在
昌 

著 
 
 

光
文
社
文
庫 

❀
明
智
光
秀
と
本
能
寺
の
変 

 
 
 

小
和
田 

哲
男 

著 
 
 
 
P
H
P

文
庫 

  

 

四
月
二
十
六
日
に
管
理

棟
七
階
で
「
仲
卸
売
場
等
低

(

定)

温
化
設
備
導
入
支
援
補

助
金
」
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

青
果
二
十
五
社
、
水
産
十

六
社
が
参
加
さ
れ
、
五
月
二

十
四
日
ま
で
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

補
助
金
説
明
会 

緊急事態措置に基づく府民への要請 

・不要不急の外出は自粛すること 

・不要不急の都道府県間移動は自粛すること 

・路上、公園等における集団での飲酒は自粛すること 

・感染対策が徹底されていない飲食店等や休業要請等

に応じていない飲食店等の利用を厳に控えること 

・特に 20 時以降の不要不急の外出自粛、混雑している

場所や時間を避けて行動すること 

・少しでも症状がある場合、早めに検査を受診すること 

卸売業者取扱高（2021 年 4 月） 
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（３）市場だより 令和３年 5月 27 日 

改
正
食
品
衛
生
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
！ 

令
和
３
年
６
月
か
ら
改

正
食
品
衛
生
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
！ 

～
切
替
・
届
出
に
ご
留
意
く

だ
さ
い
～ 

 

食
品
衛
生
法
の
改
正
に

よ
り
、
営
業
許
可
の
業
種
区

分
が
、
実
態
や
食
中
毒
な
ど

の
リ
ス
ク
に
応
じ
て
見
直

さ
れ
ま
し
た
。 

け
ま
し
た
。
新
た
に
水
産
製

品
製
造
業
等
が
加
わ
る
な

ど
、 

業
種
か
ら 
 

業
種
に

再
編
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
６
月
以
降
、
従
来
の

営
業
許
可
を
お
持
ち
の
場

合
は
、
そ
の
有
効
期
限
内
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
営
業

行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
喫
茶
店
営
業
な
ど

許
可
区
分
が
変
更
と
な
る

業
種
は
次
回
更
新
時
に
新

し
い
業
種
区
分
へ
の
切
り

替
え
が
必
要
で
す
。 

水
産
製
品
製
造
業
な
ど

新
た
に
許
可
対
象
と
な
る

業
種
は
３
年
間
の
猶
予
期

間
内
に
許
可
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ふ
ぐ
処
理
を
行
う
業
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
府
条

例
に
基
づ
く
ふ
ぐ
処
理
業

の
許
可
が
必
要
で
し
た
が
、

こ
の
６
月
以
降
、
法
改
正
後

の
魚
介
類
販
売
業
な
ど
指

定
さ
れ
た
業
種
の
許
可
を

取
得
の
上
、
ふ
ぐ
処
理
に
必

要
な
設
備
や
資
格
者
を
設

置
す
る
こ
と
で
業
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

こ
の
６
月
１
日
か
ら
新

た
な
業
種
区
分
に
よ
る
許

可
や
届
出
の
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。 

 

■
こ
れ
ま
で
許
可
不
要
だ

っ
た
業
種
の
一
部
に
営
業

許
可
の
取
得
義
務
付
け 

食
品
衛
生
上
の
配
慮
を

特
に
要
す
る
も
の
を
営
業

許
可
業
種
と
し
て
位
置
付

「
徳
島
県
の
漁
業
」
を
Ｐ
Ｒ 

徳
島
県
関
西
本
部
は
、
四

月
二
十
九
日
に
梅
花
女
子

大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
徳
島
県
の
漁
業
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
食
育
講

座
を
実
施
し
ま
し
た 

食
育
講
座
は
、
県
の
担
当

者
が
中
高
生
を
対
象
に
、

「
徳
島
県
の
漁
業
の
現
状

と
魅
力
」
に
つ
い
て
説
明

し
、
漁
業
現
場
で
使
う
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
う
ち
、
日
常
生

活
で
も
使
え
る
簡
単
便
利

な
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
実

演
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
し

た
。
と
て
も
分
か
り
や
す
く

役
に
立
つ
講
座
と
好
評
で

し
た
。 

す
で
に
ふ
ぐ
処
理
業
の

許
可
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

現
在
の
魚
介
類
販
売
業
な

ど
の
許
可
有
効
期
限
内
に

限
り
、
新
た
な
手
続
き
な
し

で
引
き
続
き
ふ
ぐ
処
理
を

行
え
ま
す
。 

 

■
営
業
許
可
対
象
外
の
業

種
（
届
出
不
要
業
種
を
除

く
）
の
届
出
義
務
付
け 

野
菜
果
物
の
販
売
な
ど

こ
れ
ま
で
に
許
可
対
象
外

で
あ
っ
た
一
部
業
種
に
つ

い
て
は
こ
の 

月
末
ま
で

に
届
出
が
必
要
で
す
。 

 
 

な
お
、
こ
れ
ら
許
可
や

届
出
の
対
象
と
な
る
原
則

す
べ
て
の
事
業
者
は
猶
予

期
間
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の

６
月
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

沿
っ
た
衛
生
管
理
の
実
施

や
食
品
衛
生
責
任
者
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

法
改
正
に
か
か
る
情
報

は
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
の
う
え
必
要
な
対
応

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

※感染症対策を徹底して開催しています 

協力：飛騨蔬菜出荷組合、
ＪＡひだ、全農岐阜、北果 

34 

32 

11 

 

協力：徳島県関西本部 



 

 

 

■
活
性
化
事
業 

▼
ハ
ー
ド
整
備 

水
産
せ
り
場
床
面
の
改

修
工
事
に
取
り
組
む
。 

十
四
～
十
五
番
柱
間
は

五
月
十
九
日
に
完
成
。 

十
五
～
十
六
番
柱
間
を

五
月
二
十
七
日
～
六
月
三

十
日
に
実
施
予
定
。 

▼
ソ
フ
ト
事
業 

〇
大
学
連
携
事
業 

「
食
育
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

（
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合×

梅
花
女
子
大
学
） 

飛
騨
ほ
う
れ
ん
草
・
飛
騨

ト
マ
ト
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
（
夏
頃
開
催
） 

産
地
紹
介
・
課
題
講
座
の

ビ
デ
オ
撮
り(

五
月
十
七
日)

を
し
、
学
生
へ
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
の
予
定
。 

※
協
力
：
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組

合
、
Ｊ
Ａ
ひ
だ
、
全
農
岐
阜
、

北
果 

「
梅
花
女
子
大
学
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」 

（
五
月
三
十
日(
前
回
三
百
四
十
名
参
加)

） 

・
徳
島
県
ブ
ー
ス 

徳
島
県
漁
業
の
原
状
と

魅
力
を
ミ
ニ
講
座
で
紹
介
。 

・
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
ブ
ー
ス 

飛
騨
ほ
う
れ
ん
草
の
栽

培
か
ら
出
荷
ま
で
を
ミ
ニ

講
座
で
紹
介
。 

〇
Ｊ
Ａ
ひ
だ×

㈱
プ
ロ
マ

ー
ト
Ｗ
Ｅ
Ｂ
商
談
会 

（
四
月
二
十
七
日
開
催
） 

 

Ｊ
Ａ
ひ
だ
の
加
工
品
や

飛
騨
牛
等
を
グ
リ
ー
ン
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象

商
品
と
し
、
一
部
加
工
品
に

つ
い
て
は
通
販
サ
イ
ト
で

販
売
開
始
。 

 

■
維
持
補
修
事
業 

四
月
か
ら
五
月
十
五
日

ま
で
に
三
十
三
件
を
実
施
。 

正
面
入
口
周
辺
舗
装
の

改
修
は
六
月
十
八
日
～
六

月
三
十
日
に
実
施
予
定
。 

 

■
ご
み
関
連 

▽
不
法
投
棄 

四
月
は
十
件
（
過
去
逮
捕

二
件
）
。
対
策
開
始
前
に
比

べ
９
２
．
２
％
減
少
。 

▽
青
果
く
ず
排
出 

対
前
年
比
で

排
出
量 

は
２
８
．
２
％
の
増
加
、 

処
理
費
用
も
２
８
．
２
％
の

増
加
。
現
在
も
微
増
傾
向
。 

▽
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出 

対
前
年
比
で
排
出
量
は

や
や
減
少
し
た
も
の
の
、 

四
月
は
日
当
た
り
三
百
四

十
七
枚
の
排
出
、
処
理
費
用

も
増
加
。 

《
対
策
》 

外
部
の
持
ち
込
み
禁
止

の
徹
底
（
Ｃ
ご
み
置
場
で
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
）
、

利
用
可
能
な
パ
レ
ッ
ト
の

再
利
用
の
促
進
を
図
る
。 

現
在
、
調
査
中
で
あ
り
、

中
間
報
告
を
行
う
予
定
。 

 

管
理
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
報
告 

市場だより（２） 
☞

前
頁
よ
り 

  

市
場
開
放
デ
ー
の
中
止

が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

経
費
の
処
分
の
方
法
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
協
会

事
務
局
で
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
そ
の
他
（
市
場
開
放
デ
ー
） 

 

山
口
議
長
が
市
場
開
放

デ
ー
に
つ
い
て
各
メ
ン
バ

ー
に
意
見
を
確
認
さ
れ
、

「
常
駐
会
議
と
し
て
は
開

催
を
見
送
る
」
と
の
方
向
で

意
見
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
、
六
月
二
十
五
日
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

市
場
協
会
の
理
事
会
で
最

終
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

大
学
と
の
連
携 

岐
阜
県
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組

合
が
「
飛
騨
野
菜
」
を
Ｐ
Ｒ 

岐
阜
県
飛
騨
蔬
菜
出
荷

組
合
（
宇
津
宮
優
組
合
長
）
は
、

三
月
二
十
日
、
四
月
二
十
九

日
に
梅
花
女
子
大
学
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
食

育
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。 

「
飛
騨
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に
飛
騨
地
域
や 

ほ
う
れ
ん
そ
う
の
栽
培
か

ら
出
荷
ま
で
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
、
受
講
者
に

「
飛
騨
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
暑
さ

に
弱
く
夏
場
の
生
産
が
難

し
い
野
菜
で
す
が
、
「
飛
騨

ほ
う
れ
ん
そ
う
」
は
、
飛
騨

の
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
、

三
月
下
旬
か
ら
十
二
月
下

旬
ま
で
出
荷
さ
れ
て
お
り
、

昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て

肉
厚
で
柔
ら
か
い
の
が
特

徴
で
す
。 

十
一
月
ま
で
毎
月
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
同
大

学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
飛
騨
野
菜
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

■
カ
ラ
ス
対
策 

固
定
式
捕
獲
籠
に
よ
り

五
十
三
羽
捕
獲
（
五
月
～
）。 

 ■
禁
煙
対
策 

十
九
日
ま
で
の
実
績
で
、 

通
告
書
交
付
（
違
反
者
）
二

百
五
十
二
件
（
う
ち
場
外
六

十
一
件
）、
警
告
書
交
付
（
再

違
反
者
）
二
十
四
件
。 

※
三
回
交
付
で
入
場
禁
止

に
な
る
の
で
注
意
！ 

  

■
再
整
備
構
想
策
定
検
討

委
員
会 

五
月
十
一
日
に
十
四
回

目
の
水
産
分
科
会
、
五
月
二

十
日
に
十
五
回
目
の
青
果

分
科
会
を
開
催
。 

全
面
建
替
え
の
必
要
性

と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
合
意
す
る
と
と
も
に
、
次

回
の
常
駐
会
議
で
進
捗
状

況
を
報
告
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

■
そ
の
他 

・
構
想
策
定
検
討
委
員
会
の

要
綱
変
更
に
つ
い
て
検
討

中
。 

・
利
用
料
金
滞
納
と
不
法
占

拠
事
件
に
つ
い
て
訴
訟
を

提
起
。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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